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４
、

Ｇ
Ｅ
は
ゼ
ノ
ン
社

（力

ナ
ダ
の
膜
メ
ー
カ
ー
）
を
今
年

の
３
月
に
９
０
０
億
円
近
く
で

買
収
し
、

傘
下
に
治
め
て
い

る
。

中
国
市
場
で
は
、

得
意
な

電
カ
イ
ン
フ
ラ
に
加
え
、

膜
を

使
っ
た
水
の
高
度
処
理
、

す
な

わ
ち
脱
塩
、

純
水
処
理
、

再
利

用
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
２
０
０
３
年
に

強
化
し
た
Ｇ
Ｅ
上
海
テ
ク
ノ
ロ

グ
ローバ
ル
ウ
ォータ
ふンャパ
ン
　士
日

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
に
水
の
専
門
家

を
置
き
、

技
術
的
な
相
談
に
乗

っ
て
い
る
。

ま
た
中
国
政
府
と

の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
為
に

２
０
０
６
年
５
月

「中
国
政
府

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
保
護
に

関
す
る
覚
書
」
を
締
結
、

こ
の

中
で
Ｇ
Ｅ
は
約
５０
億
円
を
投
じ

て
中
国
人
技
術
者
２
５
０
０
人

の
教
育

・
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
行

う
約
束
を
し
て
い
る
。

も
ち
ろ

ん
水
処
理
も
そ
の
核
に
な
っ
て

①

い
る
。

調
印
式
に
臨
ん
だ
Ｇ
Ｅ

の
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ジ
ェ
フ
リ

ィ
・
イ
メ
ル
ト
氏
は

「Ｇ
Ｅ
は

発
展
す
る
中
国
に
対
し
、

Ｇ
Ｅ

の
コ
ン
セ
プ
ト
、

エ
コ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
最
大
限

の
投
資
を
す
る
」
と
明
言
し
て

水
利
部
の
要
人
と
具
体
的
な
総

合
水
管
理
政
策
と
実
行
方
法
に

つ
い
て
、

ま
た
９
月
１２
日
、

米

国
Ｉ
Ｔ
Ｔ
社

（世
界
最
大
の
ポ

ン
プ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

）
の
Ｃ
Ｅ

Ｏ
ス
テ
ィ
ー
ブ

・
ロ
ー
ラ
ン
ガ

ー
氏
は
、

国
家
水
利
部
副
部
長

と
面
会
し
揚
子
江
の
水
を
黄
河

ま
で
繋
ぐ
、

い
わ
ゆ
る

「南
水

北
調
」
の
ポ
ン
ブ
設
備
に
関
す

る
具
体
的
な
提
案
を
し
て
い
る

と
伝
え
て
い
る
。

６
、

日
系
企
業
の
活
躍

今
回
の
Ｉ
Ｗ
Ａ
北
京
総
会
に

向
け
、

日
本
は
初
め
て
日
本
バ

ビ
リ
オ
ン
を
設
営
し
た
。

こ
れ

本
の
水
質
分
析
機
器
を
採
用
し

て
い
る
た
め
で
、

す
な
わ
ち
誤

差
が
な
く
、

故
障
し
な
い
日
本

製
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
計
が
、

税
金
の
徴

収
ツ
ー
ル
と
し
て
重
宝
さ
れ
、

山
東
省
な
ど
か
ら
■
Ｏ
Ｏ
合
単

位
で
注
文
が
来
て
い
る
と
の
こ

と
。ま

た
会
期
中
の
９
月
１１
日
、

中
国
の
上
下
水
道
協
会

（中
国

城
鎮
供
水
排
水
協
会
）
の
設
立

総
会
に
、

日
本
の
上
下
水
道
界

を
代
表
す
る
諸
団
体
の
ト
ッ
プ

が
招
か
れ
、

日
中
両
国
の
友
好

を
深
め
て
い
る
。

こ
れ
は
２７
年

間
に
及
ぶ
日
中
水
道
協
力
会
の

約
３
兆
円
、

水
関
連
事
業
に
対

し
総
額
約
５
６
０
０
億
円
の
資

金
を
供
与

・
支
援
を
行
っ
て
き

た
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ

れ
に
今
ま
で
３０
年
間
の
無
償
資

金
援
助
を
加
え
る
と
約
６
兆
円

が
中
国
に
投
入
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
な
る
。

筆
者
が
国
連
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

本
部
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
、

「国
際
貢
献
す
る
場
合
、

そ
の

国
に
見
返
り
を
求
め
て
は
い
け

な
い
」
と
良
く
云
わ
れ
て
い
た

が
、

現
在
、　

一
民
間
人
の
立
場

か
ら
見
る
と
複
雑
な
思
い
が
す

る
、

日
本
の
税
金
で
実
施
さ
れ

村

和

就

フ ジ テ コム の ブ ー ス

日
系
企
業
も
最
新
技
術
を
紹
介

予
想
さ
れ
る
欧
米
と
の
厳
し
い
戦
い

い
る
。

Ｇ
Ｅ
は
今
の
と
こ
ろ
、

上
下
水
道
事
業
に
お
い
て
大
き

な
実
績
は
上
げ
て
い
な
い
が
、

Ｇ
Ｅ
マ
ネ
ー
と
い
う
豊
富
な
資

金
源
を
も
と
に
大
き
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
仕
掛
け
て
く
る
こ
と

が
囁
か
れ
て
い
る
。

５
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

・
幹

部
の
営
業
活
動

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
各
社
と

も
、

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
中

国
の
要
人
と
積
極
的
に
コ
ン
タ

ク
ト
し
て
い
る
。

新
華
社
電
に

よ
る
と
９
月
１１
日
、

ヴ
ェ
オ
リ

ア

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
フ

レ
ロ
氏
は
中
国
国
家
建
設
部
、

は
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

日
本

水
道
協
会
、

日
本
水
道
工
業
団

体
連
合
会
の
共
催
で
、

日
本
か

ら
日
立
製
作
所
、

島
津
製
作
所

な
ど
９
企
業

・
団
体
が
参
加
。

そ
の
他
単
独
で
は
大
成
機
工
、

東
芝
、

東
洋
紡
、

堀
場
製
作
所

な
ど
が
出
展
し
、

日
本
の
最
新

技
術
を
紹
介
し
て
い
る
。

ブ
ー

ス
で
聞
い
た
興
味
の
あ
る
話
題

で
は

「日
本
製
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
計
、

Ｔ
Ｏ
Ｃ
計
が
中
国
市
場
で
良
く

売
れ
て
い
る
」
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
は
地
方
政
府
が
、

工
場
排

水
の
汚
染
管
理

（排
水
汚
染
税

に
直
結
）
に
信
頼
性
の
あ
る
日

活
動
の
賜

（た
ま
も
の
）
と
も

報
じ
ら
れ
、

代
表
幹
事
の
玉
井

氏
が
、

同
協
会
の
名
誉
会
員
に

推
挙
さ
れ
て
い
る
。

日
中
関
係

が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る
中

で
、

こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
出
来

事
と
賛
美
し
た
い
。

７
、

さ
い
ご
に

日
本
バ
ビ
リ
オ
ン
で
配
布
さ

れ
た
、

国
際
協
力
銀
行

（Ｊ
Ｂ

Ｉ
Ｃ
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
、

「水
が
繋
ぐ
日
中
協
力
」
と

題
し
、

そ
の
成
果
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

「Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
が
行

っ

た
中
国
向
け
円
借
款
は
２
■
６

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、

総
額

た
２
■
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

本

当
に
日
本
は
中
国
か
ら
感
謝
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、

ま
た

日
本
国
内
の
上
下
水
道
予
算
が

冷
え
込
む
中
で
、

過
去
に
投
入

さ
れ
た
６
兆
円
の
資
金
供
与

は
、

い
く
ら
か
で
も
日
本
企
業

の
中
国
進
出
の
為
に
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
…
。

Ｉ
Ｗ
Ａ
総
会
前
の
８
月
末
、

中
国
政
府
は
水
質
汚
染
の
浄
化

の
た
め
、

今
後
５
年
間
に
■
千

億
ユ
ー
ロ

（約
１４
兆
円
）
と
い

う
莫
大
な
金
額
を
投
資
す
る
と

発
表
し
て
い
る
。

ま
す
ま
す
中

国
ビ
ジ
ネ
ス
に
拍
車
が
か
か

り
、

欧
米
と
の
厳

し
い
戦
い
が
予
想

さ
れ
る
。

今
回
の
Ｉ
Ｗ
Ａ

総
会
で
見
ら
れ

た
、

欧
米
各
国
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
の

成
果
を
伴
う
具
体

的
な
行
動
と
、

日

本
の
戦
略

（友
好

と
援
助
）
を
比
較

し
て
み
る
と
、

な

に
か
大
き
な
ボ
タ

ン
の
掛
け
違
い
を

感
じ
る
。

複
雑
な

思
い
で
北
京
を
後

に
し
た
。

大 成 機 工愛 知 時 計 電 機


